
麻布学園

昭和３２年卒業同期会報告書

令和元年7月12日 銀座ライオンクラシックホール



『「オスっ。」「お早う！」』、　　『「それじゃぁ、また！」、「おぉつ、また明日な！」』、　麻布中・高の六年間、朝夕顔を合わせていた360余名の同級生。

今年も恒例の7月第２金曜日の12日、12:00時、銀座ライオンに、84名の級友、3名の学校関係者、合計87名が相集い、盛大に行われました。

昨年の会で、一応区切りをつけて最終会としたものの、その際、級友多数の総意として今年以降も継続開催する運びとなり、現任の幹事が重責を担って新たに

実施するに至った経緯はご存知の通り。

最初に、物故の級友諸兄に対し、心からなる黙祷と献杯を捧げて開会。　参列の諸兄と来賓の平校長、清水前理事長、吉原理事長は、共々、今回種々の理由

で参加できなかった級友に思いを馳せながら、約二時間、以前に比べて食べ物の摂取は聊か少なくなったものの、ビール、ワイン、ウイスキー水割り、焼酎オン

ザロックなどのアルコール飲料は相変わらず盛大に消費して、楽しい歓談の盛大な華を幾つも咲かせました。

今年は、長年北海道の地方で、町内唯一の診療所の所長医師として、地域の健康・医療水準振興に献身してきた麻生国雄兄が何十年ぶりかで出席。　

彼の貴重な体験の挨拶に参加者全員心から感動して傾聴しました。

更にまた、毎年夏恒例の高校野球で、数日前の7月7日に、母校麻布高校野球部が東東京地区予選で5年ぶりに4-1で一回戦に快勝。　翌8日のスポーツニッ

ポン紙に　「麻布模範快投　5年ぶり初戦突破」と大々的に報じられたのを受け、現場で、スクールカラーの紫の応援タオルを首に巻き、同じく紫のメガフォンを

振って応援された平校長から、その場の雰囲気を如実に再現するご報告を頂きました。　この試合には同期の仲間も5・6名応援に駆け付けていたので、改めて

盛り上がり、久方ぶりの快報に喜びを共にしました。

当日の活気あふれるヴィヴィッドな雰囲気を、添付の数多の写真の一つ一つからご覧ください。

来年の麻布32会も恒例どおり、7月第２週金曜日　2020年7月10日　12:00時より同じく銀座ライオン７丁目店6階宴会場で開催の予定です。

期近になればまたご案内しますが、諸種の理由で今年参加できなかった諸兄も含め、出来るだけ多数の級友諸兄の参加を願っております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『それじゃぁ、また来年な！　きっとだぞ！』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　麻布32会幹事一同

2019年7月12日開催の麻布32会
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受 付 風 景
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幹事長 福井君の開会

司会 池田幹事

開会挨拶 吉川代表幹事

司会 池田幹事

司会の池田さん

開会の挨拶 吉

開 会

司会の中原副幹事長

乾杯の音頭 佐竹さん

開会挨拶 中神幹事長

5



黙 祷

吉原 理事長

来賓挨拶 平校長

挨拶 麻生国男さん
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本日のお料理

マカナアロハ＆タイニーフ

校歌指導 山村さん

来賓 清水前理事長 来賓 平校長

来賓 吉原理事長
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令和2年(来年）の同期会

開催日 7月10日午後12時～2時（予定）

会 場 銀座ライオンクラシックホール（予定）
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